
平成 21 年度行政評価制度の取り組みについて 

現在、町が実施している様々な事務事業に関して対象・手段・結果・効率に着眼して「妥当性」「有効性」「効率性」を分析しながら行政評

価制度の運用を行っています。本制度による評価は、行政内部（役場）のみの評価に留まることなく、内部評価後その評価結果を行政評

価制度外部評価委員会（委員数 13 名）でも評価を行い、それを経て最終評価（町長、副町長、教育長及び各所属長で構成される行政改

革推進本部で評価を行う。）を実施しています。 

平成 20 年度に執行した事務事業の内、22 本の事務事業について外部評価を行った結果をふまえ、以下のとおり公表します。この結果

をふまえて、平成 22 年度からの取り組む事務事業の見直しを行い、住民の皆様へ提供する行政サービスの向上に資するものでありま

す。結果を以下のとおり関係資料を附して公表します。 

 

20 年度宇多津町行政評価事務事業総括表 

 

1 災害時避難対策に関する情報整備事業 

2 自主防災組織の充実事業 

3 まちづくり委員会運用事業 

4 行政評価制度運用事業 改善調書案 

5 宇多津うまいもんフェア事業 

6 地産づくり対策事業 

7 駅前広場イルミネーション事業 

8 自転車環境整備モデル事業 

9 交通安全啓発事業 

10 環境パトロール事業 

11 敬老会実施事業 

12 地域子育て支援拠点事業 

13 町税等の滞納処分に関する事務 

14 法人町民税の賦課徴収事務 

15 介護保険制度における要介護認定事業 

16 乳幼児健診事業 

17 水道料金収納徴収事業 

18 水道施設維持管理事業 

19 大松杯バレーボール助成事業 

20 子ども会育成連絡協議会助成事業 

21 児童・ボランティア活動推進事業 

22 特別支援教育相談事業 


